
豊栄病院患者総合支援センター　いするぎ通信　平成２８年１１月

晩秋、紅葉を見に行こうよう。
今月も、いするぎ通信をお届けします。
　　　　　　　　臨床検討会のお知らせ

日時；平成２８年１１月８日（火）　午後６時から
場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

症例検討：高齢者肺炎の治療（内科　長谷川素）

講演：　　　呼吸器の話（内科　渡邊伸）

共催：田邉三菱製薬株式会社

今回は、10月より来られた長谷川素先生の症例検討と７月より来られた呼吸器内科の渡邊伸先生の講演を企画しました。参加希望の方は、患者総合支援センター天木までお願いします。待ってます。

●えむえすだぶりゅー日誌： 岩淵です。
転勤、三か所目の病院での出来事です。関西から移住されてきた５０代くらいの男性がいました。小指が切断されており、職業は元ヤクザと。関西弁で勢いもあり、話をするとこちらが身構えてしまうような感じでした。その方が透析導入になると医師から連絡があり、私が制度面等で関わることになりました。初回の面談、彼はサングラスをかけ来室しました。豹がら服に関西弁と私は一歩下がってしまい圧倒されたままで面談に入りました。看護師から以前の生活状況は聞いていたもののＭＳＷとしてのアセスメントもしなくてはと思い、恐る恐る言葉を発していきました。次の瞬間、「あれ？」と。サングラスを外してくれ、ゆっくりですがいろいろな思いや考えを話し始めてくれました。その後何度かやり取りをしましたが、第一印象から受ける威圧感はなくなり、自分としてはいい関係作りができ支援させていただくことができました。もちろん人間第一印象は大切ですが、先入観だけでなく相手と向き合う事の大切さを教えていただいた事例です。でも今でも豹がらの服、サングラス、小指の切断が目に焼き付いています。怖かったな～と（英理）。

●ほーかん日誌：野崎さん、登場！
拡張型心筋症、心不全の68歳女性、弟と二人暮らし。症状がないと薬を自己中断し2年で6回入退院を繰り返しており、西区の病院からの依頼で本人・弟納得の上、訪看導入となりました。本人も血圧測定したり体重の増減に注意していました。定期受診があっため2週間ぶりに訪問すると、体重が2週間で2ｋｇ増加、浮腫あり。本人に聞くと「先生にもう来なくていいって言われた気がする。だから受診しなかった」と、受診せず内服もなくなっているはず…。「そんな事先生言わないですよー。これからでも受診しましょう。」と伝え、これから受診する事を医院に連絡するも、本人は頑なに拒否。仕事から帰ってきた弟と説得するも納得されず。翌週訪問すると「訪看も終わり！状態も落ち着いているから受診はしない！」と玄関先で門前払い。弟に薬だけでももらいに行くように頼むも自分も忙しいと。主治医に報告し、医療を拒否している（医院からも自宅へ電話していたが電話にも出ず）との事で、訪看も終了となりました。結局、以前と何も変わらなかったと思うと何をどうアプローチしていくべきだったのかと考えます（野崎）。

●病院祭で恒例石動座をやりました。
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左から、さくら咲子、まるこ、花輪君、さくらすみれ、たまちゃんを演じました。今回一番受けたのは、下の丸尾君です。小さい子が「へんなの」って言っていました。
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「人生の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドライン」を基にした寸劇で、内容はとっても重かったけど、出演者が「役者」のおかげで、すくわれました。最後まで病院祭に残ったコアなファンには楽しんでもらえたようです。　東京スカパラの「追憶のライラック」をバックに、院長が熱演しました。　来年は是非見に来てね。　編集　　副院長　　柄澤良
豊栄病院　福祉連携センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

